
キノコの毒性の有無を
即座に見分けよう！

2-3-27 髙瀬 歩



１．毒を見分ける方法
２．結果
３．結論
４．感想



１．毒を見分ける方法

有名な毒キノコたち

・ベニテングダ
ケ

・ドクツルタケ



毒キノコによる事故数



毒キノコ、一目で見分けられた
らとってもすごいのでは？



毒キノコならではの特徴があるは
ず、、

（色、形、模様など）

その特徴を決定木で分析する



•今回用いるライブラリは授業でも
扱ったrpart

•データはUCIのデータを用いる

https://archive.ics.uci.edu/datas
et/73/mushroom

https://archive.ics.uci.edu/dataset/73/mushroom
https://archive.ics.uci.edu/dataset/73/mushroom


UCIのデータについて

•キノコの特徴について22項目で区
別されている

•項目ごとに一文字に省略されてお
り、少々読み取りが難しい

•欠損値がある





実際にrpartで分析を行っていく

２．結果



下記のように決定木をplotしてみる





匂い（odor）が
アーモンド、アニス、無臭
以外の場合、毒キノコの
可能性が高い

次いで、胞子の色
（spore-print-
color）が重要

この決定木では
e=edible
p=poisonous



【おまけ】Rpart.plot()
を用いてより見やすい
図を作ってみる



枠内のeやpは、より
多数派の方が表される

最後に1番下の数
字は、そのノード
に該当するデータ
の割合を表す

真ん中の数字は、
毒キノコが含まれ
る確率を表してい
る



【この決定木から分かることの例】
最初の何の条件もない状態
では毒の確率は38%だが、
匂いの条件で分けるだけでも
2%まで激減する



• 先ほどの決定木から分かるように、毒キノコの判別に
大きく影響しているのは匂いであり、次に胞子の色が
影響している
• また、このデータがどれほど正しいか、適合度を求める
ことで判別する

２．結論



判別したデータの適合度を調べる

混同行列→元データと決定木で得られた結果（予測）
の間で、どれほどの相違があったか一目で見られる



混同行列から適合度を計算する

適合度→作成した統計モデルが、元データと
比べてどれほど正しいかを表す数値

これにより、今回作成したモデルはかなり
正確であるといえる



• 授業内で学んだライブラリの使い方を復習し、どれ
が最も適しているかを吟味したことから、何を用いる
べきかを判断するのに今後も役立つと感じた

• 始めて自分で興味のあるデータを用いて学習した
が、その楽しさをはっきりと実感できた

４．感想
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